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１ 所管予算案総括表

（１）一般会計予算額 ［単位：千円］
平成２６年度

予算額
平成２５年度

予算額
増減額

480,082 603,527 ▲ 123,445

645,323 366,589 278,734

42,035 42,041 ▲ 6

436,607 562,764 ▲ 126,157

189,837 152,240 37,597

（２）特別会計予算額 ［単位：千円］
平成２６年度

予算額
平成２５年度

予算額
増減額

51,000 56,000 ▲ 5,000

13,705,000 11,930,000 1,775,000

（３） 所管の重点施策 ［単位：千円］

事業名 総合計画 予算額

予算説明書の事業名 施策体系 所管課

誘客プロモーション事業 ５－１ 75,060

観光客・誘致受入に要する経
費

観光・交流 観光課

おんせん県おおいたデスティ
ネーションキャンペーン（負
担金）

５－１ 5,274

観光客・誘致受入に要する経
費

観光・交流 観光課

油屋熊八大学校事業 ５－１ 1,000

ＯＮＳＥＮツーリズム推進に
要する経費

観光・交流 観光課

インバウンド促進事業 ５－１ 5,179

インバウンド促進に要する経
費

観光・交流 観光課

コンベンション大会誘致助成
事業

５－１ 47,211

市民ホールに要する経費 観光・交流 観光課

事業概要

平成２５年度に引き続き、多様なエ
ンターテイメントコンテンツを活用
した観光プロモーションを展開し、
国内外からの幅広い層、多数の観光
客を誘引することにより、宿泊客の
増加や地域経済の活性化を図りま
す。

商工課

農林水産課

ＯＮＳＥＮツーリズム部

課名

観光課

温泉課

文化国際課

大分県、県内市町村、観光関係者、
ＪＲと共同して、大分県への誘客を
図る観光キャンペーンを実施しま
す。

別府観光の祖である油屋熊八翁の功
績を称え、その精神を広く市民に継
承するため、２年目となる油屋熊八
大学校でより実践的な講座を行いま
す。

外国人観光客の誘致促進のために、
海外の国際観光展への参加や海外メ
ディアを活用したＰＲなどを展開し
ます。

ビーコンプラザの催事開催状況が好
調であるため、引き続き、コンベン
ション大会開催にかかる会場使用料
に対して助成を行い、新規の国際会
議や各種団体の全国・九州大会等を
誘致し、コンベンションの振興や宿
泊客数の増加を図ります。

地方卸売市場事業特別会計

競輪事業特別会計
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事業名 総合計画 予算額

予算説明書の事業名 施策体系 所管課

志高湖屋外トイレ改修事業 ５－１ 8,756

志高湖周辺整備に要する経費 観光・交流 観光課

温泉維持補修事業 ５－１ 74,025

温泉維持補修に要する経費 観光・交流 温泉課

亀陽泉会館建設事業 ５－１ 93,601

亀陽泉会館建設に要する経費 観光・交流 温泉課

不老泉建設事業 ５－１ 159,778

不老泉建設に要する経費 観光・交流 温泉課

外国人留学生事業 ５－１ 2,652

外国人留学生に要する経費 観光・交流 文化国際課

多文化共生事業 ５－１ 2,568

多文化共生に要する経費 観光・交流 文化国際課

大規模建築物耐震改修支援
（利子補給）事業

５－２ 1,400

中小企業事業資金等融資に要
する経費

産業・就労 商工課

商店街街路灯電気料補助事業 ５－２ 1,700

商店街活性化に要する経費 産業・就労 商工課

沿岸漁場保全事業 ５－２ 7,271

沿岸漁場保全に要する経費 産業・就労 農林水産課

小規模集落・里のくらし支援
事業

５－２ 800

小規模集落対策に要する経費 産業・就労 農林水産課

農業振興地域外農地保全事業 ５－２ 1,990

農業振興地域外農地保全に要
する経費

産業・就労 農林水産課

老朽化した不老泉を、誰もが利用で
きるユニバーサルデザインを採り入
れた新しい温泉施設に改築します。

新しい亀陽泉会館建設に向け、実施
設計、用地購入等を行います。

市民の憩いの場である志高湖に来場
する観光客などが快適に利用できる
よう志高湖駐車場の屋外便所を改修
します。

事業概要

温泉施設の安全性を確保し、入浴者
が快適に利用できるよう改修を行い
ます。

建築物の耐震改修の促進に関する法
律により耐震診断が義務付けられる
旅館ホテル等の負担を軽減するた
め、改修費の融資に係る利子に対し
て助成を行います。

経営が厳しい商店街の支援や防犯の
ため、商店街が負担する街路灯の電
気料に対して助成を行います。

海底の堆積物を除去し、漁場環境を
改善することにより漁業の振興を図
ります。

中山間地域など条件不利地域の小規
模集落の生活を守り、活性化を図る
ため、集落に設置される協議会が実
施する耕作放棄地を再生する取り組
みに対して助成を行います。

耕作放棄地の発生防止や耕作放棄地
の再生を推進し、農業振興を図るた
め、農道の改修工事を行います。

地域の活性化や外国人留学生と地域
のつながりの構築を目的に、外国人
留学生が行う地域活動等に対し、助
成金を交付します。

国際理解教室や市民との交流等、多
文化共生に関する事業を展開し、市
民と外国人住民の相互理解の促進を
図ります。
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 01 0433 観光総務に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 02 0436 観光情報推進に要する経費

［事業の目的］
別府市の観光情報をマスメディアなどの各種媒体を活用し、積極的に国内外に情報発信する
ことにより、観光客の誘客を図るとともに、観光案内所や観光パンフレット、観光案内板の
整備など受入態勢の充実を図ります。

 [事業内容]
①観光パンフレット作成  4,045千円
観光宣伝時や各観光案内所等で使用する観光パンフレットを印刷します。

②国内広告宣伝事業 14,680千円
別府市のＰＲ・イメージアップ広告やスポーツ団体を活用した広告等を様々な媒体を活用
して展開することで、県内外に向け情報発信します。

③観光案内所等運営事業  15,875千円
ＪＲ別府駅構内・地獄蒸し工房鉄輪内・国際交流プラザの市内３ヵ所の観光案内所の運営
委託や補助事業を実施し、観光客のおもてなしや案内態勢を充実します。

［実績等］
平成２３年度決算額 37,016,271円
平成２４年度決算額 38,643,703円

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

36,980 36,980

［事業の目的］
各事業を執行する上での総務的な経費を計上し、観光担当課としての運営の基盤を確保しま

  す。

 [事業内容]
観光課の事業全般を運営する上で必要な消耗品費の購入並びに観光担当課として出席すべき

  総務的な会議等へ出席します。

［実績等］
平成２３年度 決算額 309,849円

  平成２４年度 決算額 282,705円

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

429 429
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 02 0437 観光客誘致・受入に要する経費

［事業の目的］
全国各地への観光宣伝、各種イベントの開催等を官民一体となって積極的に取り組むことに
より、観光客を誘致することを目的とします。

 [事業概要・実施方法等]
・誘客プロモーション事業 75,060千円

平成２５年度に引き続き、多様なエンターテイメントコンテンツを活用した観光プロモー
ションを展開し、国内外からの幅広い層、多数の観光客を誘引することにより、宿泊客の
増加や地域経済の活性化を図ります。

・別府八湯温泉まつり事業（補助金） 16,637千円
平成２６年度に別府八湯温泉まつりが第１００回目を迎えることに伴い、それを記念して
イベントを実施するとともに、別府市制施行９０周年記念事業とも連携した記念イベント
を展開し、別府市全体の活性化を図ります。

・国際観光船誘致促進事業（負担金） 13,100千円
平成２６年度に別府港に寄港する国内外からの国際観光船の受入に伴う歓迎イベントなど
様々なおもてなしの実施や、今後の別府港寄港に向けての誘致活動を展開します。

・阿蘇くじゅう国立公園８０周年記念事業（負担金） 39千円
阿蘇くじゅう国立公園の指定から平成２６年度で８０周年を迎えることに伴い、環境省、
大分・熊本県、関係市町村等が連携して、記念式典の開催や記念制作物の作成、冠イベン
トの実施など、関係団体がより結束して、国立公園のＰＲや自然環境の保護に取り組み
ます。

・おんせん県おおいたデスティネーションキャンペーン（負担金） 5,274千円
大分県、県内市町村、観光関係者、ＪＲと共同して、大分県への誘客を図る観光キャンペ
ーンを実施します。

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

229,633 90,000 139,633
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 02 0977 ＯＮＳＥＮツーリズム推進に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 02 1157 インバウンド促進に要する経費

［事業の目的］
国際観光温泉文化都市「別府」として、アジアを中心に世界各国へ別府の観光情報を発信
し、外国人観光客のさらなる増加を図ることを目的とします。

 [事業内容等]
・ビジット・ジャパン地方連携事業 680千円
観光庁のビジット・ジャパン地方連携事業を活用し、大分県内や福岡県・熊本県内の自治
体とも連携し、韓国・香港・台湾等に向けての各種媒体や旅行社等を活用した招聘事業並
びに情報発信事業を展開します。

・海外広告宣伝事業 2,188千円
別府市の知名度向上と誘客につなげる内容の雑誌やインターネットを活用した宣伝広告を
実施します。

・国際観光展出展事業    1,869千円
シンガポール、タイなどの国際観光博覧会に出展し、東南アジア市場に向けてのＰＲを行
うことで、観光客の増加を図ります。

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

5,179 5,179

［事業の目的］
「油屋熊八大学校事業」や「温泉資源の多面的活用」など横断的な意識啓発や資源掘り起こ
しによりＯＮＳＥＮツーリズムを推進することにより、地域の活性化や住んで良し、訪れて
良しのまちづくりにつなげることを目的とします。

 [事業内容等]
・油屋熊八大学校事業 1,000千円
別府観光の祖である油屋熊八翁の功績を称えるとともに、その精神を広く市民に継承するた
め、２年目の油屋熊八大学校でより実践的な講座を実施し、観光に携わる人材の育成につな
げます。

・別府っ子観光授業 42千円
別府市内の小学生等を対象に、別府の主要産業である観光に興味を持ってもらい、将来、観
光に携わる人材を育成するために、市職員や観光関係者により、別府観光についての授業を
行います。

・ＯＮＳＥＮツーリズム大使認定事業 152千円
別府の観光宣伝に貢献していただける方に「ＯＮＳＥＮツーリズム大使」として活躍してい
ただきます。

・別府市観光統計調査事業 908千円
別府観光の現状を把握し、今後の企画運営に役立てるため、別府市観光動態調査等を実施し
ます。

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,102 2,102
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 03 0655 湯けむり健康マラソン大会に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 03 0896 スポーツイベント誘致に要する経費

［事業の目的］
別府市内のスポーツ施設を活用したスポーツ観光を推進することにより、別府市の観光浮揚
を図るとともに、別府市並びに市民スポーツの活性化を図ります。

 [事業概要]
・別府市の充実したスポーツ施設と宿泊施設、温泉施設を活かして、別府市内に宿泊を伴うプ
ロや実業団、学生等の各種スポーツ大会やキャンプ等を誘致するため、東京・大阪など全国
各地に誘致活動を積極的に展開します。また、所定の用件を満たした大会・キャンプ等の主
催スポーツ団体には、スポーツ大会等開催補助金を交付します。

［実績等］
  平成２０年度 スポーツ大会等開催補助金交付実績額  4,870,000円
平成２１年度 スポーツ大会等開催補助金交付実績額  9,330,000円
平成２２年度 スポーツ大会等開催補助金交付実績額 11,430,000円
平成２３年度 スポーツ大会等開催補助金交付実績額  8,480,000円

  平成２４年度 スポーツ大会等開催補助金交付実績額  9,630,000円
平成２５年度 スポーツ大会等開催補助金交付実績額  9,800,000円（予算額）

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

10,394 10,394

［事業の目的］
マラソン・ウォークを通じて、県内外の多くの方々に奥別府の素晴らしさを紹介することで
別府市の観光浮揚を図るとともに、別府市民並びに観光客の健康づくりの場を提供すること
を目的とします。

 [事業概要]
・別府湯けむり健康マラソン・ウォーク大会は、昭和６３年から毎年行われており、県内外か
ら多くの参加者を迎えています。その別府湯けむりマラソン・ウォーク大会実行委員会に対
する大会運営費の一部補助を行っています。

［実績等］
平成２１年度 大会エントリー数 1,339人
平成２２年度 大会エントリー数 1,354人
平成２３年度 大会エントリー数 1,402人
平成２４年度 大会エントリー数 1,768人
平成２５年度 大会エントリー数 1,665人

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,990 2,990

6



 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 01 04 0441 市民ホールに要する経費

━ － ━

款 項 目 事業

08 01 04 1030 基金積立金

［事業の目的］
別府市コンベンション振興基金を積み増すことで、より長い期間、本市におけるコンベンシ
ョンの振興のための事業への充当財源を確保することを目的とします。

 [事業内容]
別府市コンベンション振興基金条例第４条に基づき、当該基金を定期預金・債券等で運用し
た収益部分について、当該基金に積み立てます。

［実績等］
平成２１年度    7,837,659円
平成２２年度   14,274,405円
平成２３年度    1,366,549円

  平成２４年度    1,560,188円
平成２５年度  4,275,000円（予算額）

総合計画の施策体系

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

952 952 0

［事業の目的］
国際・国内間地域間の相互理解の増進並びに宿泊観光客の増加等による地域経済の活性化及
び芸術文化の向上を目的とします。

 [事業概要]
・コンベンション大会誘致助成事業 47,211千円
ビーコンプラザの催事開催状況が好調であるため、引き続き、コンベンション振興と宿泊客
数の増加を図るため、別府国際コンベンションセンター Ｂ－Ｃｏｎ Ｐｌａｚａにおける
コンベンション大会開催にかかる会場使用料を助成することにより、新たに国際会議や各種
団体の全国・九州大会等の誘致につなげる事業を展開します。

・市民ホール管理運営事業 65,861千円
市民ホールの管理運営については、平成１８年４月１日から指定管理者制度を導入していま
す。指定管理者の更新があったため、平成２６年度から５年間、新しい指定管理者により、
管理運営事務を実施します。

・施設維持管理事業 29,211千円
経年劣化等により改修が必要となった市民ホール並びに大分県との共有部分の各箇所の壁面
電気、機械工事等を実施します。

 [実績等]
平成２４年度決算額 145,422,587円      平成２５年度予算額 173,166,000円

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

142,283 47,281 95,002
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 02 01 0442 志高湖・神楽女湖管理に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 02 01 0443 志高湖周辺整備に要する経費

［事業の目的］
施設の整備充実を図ることにより、市民や観光客がより自然に親しみやすい憩いの場となり
阿蘇くじゅう国立公園内に位置する奥別府の中核施設として、周辺観光の促進に貢献するこ
とを目的とします。

 [事業内容]
  ・志高湖周辺整備事業 8,756千円

別府市営志高湖野営場並びに神楽女湖等の志高湖周辺施設の安全確保及び魅力づくりのた
めの施設整備を行います。
①志高湖屋外トイレ改修事業
市民の憩いの場である志高湖に来場する観光客などが快適に利用できるよう経年劣化し
た志高湖駐車場屋外便所の改修工事を実施します。なお、この工事費の財源の一部に
ついては、湯のまち別府ふるさと応援寄附金を活用する予定です。

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

8,756 1,267 7,489

［事業の目的］
自然に親しむ憩いの場として阿蘇くじゅう国立公園内に位置する志高湖野営場及び神楽女湖
を奥別府観光の核として充実を図り、別府市の観光振興に結びつけることを目的とします。

 [事業内容]
・志高湖野営場・神楽女湖運営事業    12,592千円
志高湖野営場の管理運営については、指定管理者制度を活用し、引き続き運営します。次に
神楽女湖の運営については、市直営で行いますが、菖蒲畑及び花しょうぶの管理に限っては
公園緑地課が担当しています。また、６月中旬頃には花しょうぶ観賞会を実施します。

・施設維持管理事業 1,000千円
自然災害や経年劣化等により、施設に復旧作業や補修工事等の必要性が生じた場合の補修工
事費等を計上しています。

［実績等］
平成２１年度 志高湖来場者数 185,203人、神楽女湖来場者数 46,904人
平成２２年度 志高湖来場者数 168,857人、神楽女湖来場者数 40,527人
平成２３年度 志高湖来場者数 142,122人、神楽女湖来場者数 32,867人

  平成２４年度 志高湖来場者数 181,693人、神楽女湖来場者数 44,484人

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

13,592 13,592
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 02 01 0448 観光施設管理に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 02 01 1093 地獄蒸し工房鉄輪管理運営に要する経費

［事業の目的］
地獄蒸し工房鉄輪を鉄輪地域の拠点観光施設として運営することにより、鉄輪地区の地域活
性化や別府市全体の観光振興につなげることを目的とします。

 [事業概要]
温泉蒸気を利用した料理方法の体験を通じ、市民相互又は市民と観光客等の交流促進を図り
ながら、地獄蒸し工房鉄輪の管理・運営を行います。

［実施方法等］
・地獄蒸し工房鉄輪管理運営事業 11,663千円
地獄蒸し工房鉄輪の管理運営については、平成２４年４月１日から指定管理者制度を導入し

  ています。なお、券売機については、平成２２年度から市との直接契約方式で、６年間のリ
ース契約を結んでいます。

・施設維持管理事業 1,610千円
工事については、排水系統の改善を図るため、グリストラップ設置工事を実施します。
また、突然の故障や経年劣化等による補修・修繕等が必要になった場合の修繕料も計上して
います。

［実績等］
平成２２年度 地獄蒸し釜使用人数 58,722人
平成２３年度 地獄蒸し釜使用人数 76,044人
平成２４年度 地獄蒸し釜使用人数 97,327人

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

13,273 13,273

［事業の目的］
別府市内の観光課所管施設の維持管理を行うことにより、観光客や市民が安全かつ快適に利
用できる状況を維持することを目的とします。

 [事業概要]
・別府市内の観光課所管施設の維持管理業務を実施します。
（但し、市民ホール、志高湖、神楽女湖、地獄蒸し工房鉄輪を除きます。）

・主な管理施設は、湯けむり展望台、十文字原展望台、関の江海水浴場、ＪＲ別府駅前手湯モ
ニュメント、由布川峡谷などです。

［実施方法等］
各施設の運営にかかる消耗品の購入や水道光熱費の支払、清掃業務委託、維持補修工事並び
に関の江海水浴場の管理運営にかかる経費等を計上し、運営します。

［実績等］
平成２４年度決算額 12,441,920円
平成２５年度予算額 13,568,000円

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

観光課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

13,519 5 13,514
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 01 1012 温泉事務に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 01 1013 市営温泉に要する経費

【事業の目的】
公衆浴場として、清潔で衛生的な施設を維持し、地域の特性を十分に考慮しながら、市民
や観光客のコミュニティの場としての整備を行います。

【事業内容】主な経費
・堀田温泉管理、井路維持監視、熱の湯・鶴寿泉清掃、湯都ピア浜脇貯湯槽清掃などの
業務委託                       6,899千円

・指定管理料（竹瓦温泉、不老泉グループ、柴石温泉グループ、堀田温泉、北浜温泉、
鉄輪むし湯、 湯都ピア浜脇） 169,802千円

・施設備品購入費                 1,820千円

【実績等】
市営温泉入浴者数 1,349,560人（平成２４年度）

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

187,960 119,171 68,789

【事業の目的】
温泉の有効利用の研究や利用適正化の広報を行い、温泉の保護を図ります。
別府市が行う市営温泉事業や給湯事業などの事務を行います。

【事業内容】主な経費
・温泉パンフレット印刷及びリーフレット作成委託                     746千円
・大分県温泉調査研究会、日本温泉協会、国民保養温泉地協議会等負担金 539千円
・温泉受湯料（鉄輪ルート）                                       13,384千円
・石菖栽培用地借上げ料及び栽培管理委託                           2,184千円
・森林遊歩道維持管理委託（柴石温泉）                               292千円

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

24,900 330 24,570
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 01 1014 温泉総合管理に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 01 1015 共同温泉に要する経費

【事業の目的】
地域に密着し、地域住民間の大切なコミュニティの場である共同温泉を支援するため、建
物改修や泉源掘削等の費用に対する貸付や補助をすることにより、施設改善や環境の整備
を促進します。

【事業内容】
・補助予定金額（９施設） 5,500千円
・貸付予定金額（９施設） 6,000千円

【実績等】
補助金 貸付金

平成２４年度（３施設） 1,185千円 1,185千円
平成２３年度（５施設） 3,571千円 5,711千円
平成２２年度（６施設） 3,676千円 9,116千円

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

11,500 4,108 7,392

【事業の目的】
別府市の行っている市営温泉事業、給湯事業に使用している泉源設備、水源設備、それを
管理する中央監視室の運用及び整備を行い、安定的に温泉を供給します。

【事業内容】主な経費
・施設光熱水費（電気料・水道料） 27,629千円
・温泉中央監視装置年間保守点検委託  1,402千円
・泉源施設電気機械設備年間保守点検委託  2,301千円

給湯管総延長 約45㎞ 給湯量（１日）4,310kl 給湯先 76施設

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

32,304 32,304
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 02 1016 温泉維持補修に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 02 1017 温泉総合整備に要する経費

【事業の目的】
温泉の有効利用を図り、給湯施設への温泉の安定供給に努めます。

【事業内容】主な経費
・温泉中央監視装置更新等委託 8,602千円

 中央監視装置による給湯制御施設 45施設

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

8,603 8,603

【事業の目的】
市営温泉の設備改善を行うことにより、安全かつ安心して利用できる温泉施設を提供しま
す。
泉源や給湯管の維持補修を行い、給湯先への温泉の安定供給に努めます。

【事業内容】主な経費
・湯都ピア浜脇冷暖房設備更新等工事  35,588千円
・堀田温泉冷暖房設備更新工事   3,060千円
・泉源施設コンプレッサー整備 1,861千円
・緊急工事（泉源・施設・給湯） 7,880千円
・スケール抑制装置保守点検委託（８泉源） 39,389千円
・給湯管スケール除去等委託 7,357千円

市営温泉 16施設、給湯管総延長 約45㎞

【実績等】
市営温泉入浴者数 1,349,560人（平成２４年度）給湯量（１日）4,310kl 給湯先 76施設

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

126,086 50,000 76,086
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 02 1158 亀陽泉会館建設に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

08 03 02 1159 不老泉建設に要する経費

【事業の目的】
昭和３２年に建設され、老朽化がすすんでいた不老泉を建替え、安心・安全な温泉施設

を建設します。また、地域コミュニティの場となるよう集会室や広場も併せて整備します。

【事業内容】
・施設整備等工事 159,778千円
・竣工式会場設営等委託   591千円

建築本体、電気設備、機械設備、機械室・電気・給湯設備、外構工事を行い、平成２６年
度に竣工し、供用開始予定です。
構造規模：鉄筋コンクリート造２階建、延床面積 約520㎡

【実績等】
年間入浴者数 148,630人（平成２４年度）
平成２５年度 登記業務委託、家屋等事前調査委託、建設に伴う実施設計等委託、旧施設

解体工事、建設工事着手

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

160,369 120,000 40,369

【事業の目的】
昭和４０年に建設された亀陽泉会館は老朽化が進んでおり、現在の耐震基準を満たさな

いため、都市再生整備計画の一環として、地域コミュニティの場としての機能を有する温
泉施設を建設します。

【事業内容】主な経費
・実施設計等委託料  20,126千円
・泉源代替掘削工事費 7,498千円
・用地購入費  22,674千円
・物件移転補償費  42,977千円

平成２８年度からの供用開始に向け、新亀陽泉会館の建設に伴う実施設計、家屋等
事前調査、解体工事等の委託を行い、用地購入、物件移転補償等を行います。

【実績等】
年間有料入浴者数 65,271人（平成２４年度）
平成２５年度 建物調査等委託、事業認定申請

今後の予定
平成２７年度 建設、旧施設解体工事

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

温泉課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

93,601 37,270 50,300 6,031
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

02 01 14 0151 姉妹都市交流に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

02 01 14 0152 国際交流に要する経費

［事業の目的］
  国際観光都市にふさわしい都市づくりの促進を行います。

［事業概要］
  国際交流事業 3,093千円
    国際交流都市提携をしている都市との交流や国際交流関係団体を通じて国際交流を行
  います。
 
海外留学生奨励金事業 400千円

    今後より一層の国際化を推進することを目的とし、諸外国に留学し、積極的に勉学に
  励み、留学先における交流を促進する市民に対し、奨励金の交付を行います。

  別府八湯日韓次世代映画祭実行委員会補助事業 1,000千円
    日韓両国の映画を通して、お互いの国についての理解を深め、両国の国際交流と文化
  交流の促進を図るため実行委員会に対し補助を行います。

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,493 4,493

［事業の目的］
  姉妹都市・友好都市との文化・経済・スポーツ等幅広い分野にわたる交流の促進を図りま
す。

［事業概要］
  姉妹都市・友好都市との交流事業 4,703千円
    姉妹都市、友好都市提携をしている都市との交流事業を行います。

［対象都市］
  熱海市との間の姉妹都市提携、木浦市との姉妹都市提携（韓国）
  ボーモント市との姉妹都市提携（米国）
  烟台市との友好都市提携（中華人民共和国）
  ロトルア市との姉妹都市提携（ニュージーランド国）、バース市との姉妹都市提携（英国）

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,703 4,703
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 1

款 項 目 事業

02 01 14 0840 外国人留学生に要する経費

5 － 1

款 項 目 事業

02 01 14 1152 多文化共生に要する経費

［事業の目的］
  国際理解教室や市民との交流等多文化共生に関する事業を開催することにより、日本人
住民と外国人住民の相互理解を深め、地域の活性化や住みよいまちづくりの実現を目的
とします。

［事業概要］
  多文化共生推進事業  412千円
    外国人へのコミュケーション支援や生活支援を行います。また、多文化共生の地域づ

くりに向け、地域社会に対する意識啓発としてパンフレットを作成します。
 
国際理解教室事業  1,050千円

    別府市内の小・中学校へ外国人留学生を派遣し、国籍のや文化の違いを越えて相互理
解を深め、国際力豊かな人材を育成します。

  市民と外国人留学生等国際交流事業  1,106千円
    別府市に在住する外国人の異文化を市民と相互理解し、多文化共生環境を築くために、

市民を対象に市内在住外国人講師による多文化理解・国際交流教室の開催や、国際交
流の祭典等を開催し、国際交流の場を創出します。

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,568 2,568

［事業の目的］
  地域活動に積極的な外国人留学生の活動を支援することにより、地域の活性化や、留学生
と地域社会とのつながり、持続可能な外国人留学生ネットワークの構築を目的とします。

［事業概要］
  外国人留学生地域活動等助成金交付事業 2,500千円
    外国人留学生の独自性、地域性に基づいた市民との交流活動等や別府市の国際化へ向け

た活動など幅広い提案型地域活動を支援するために助成金を交付します。

［対象者］
市内大学に在学する３人以上の団体のうち、２分の１が外国人留学生であること。

［実施方法等］
市内大学へ募集し、外国人留学生から応募のあった事業に対し、上限２０万円の助成金を交
付します。

 

総合計画の施策体系 観光・交流

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,652 2,652
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 ２ 事業概要（一般会計）

4 － 3

款 項 目 事業

11 06 04 0942 文化振興に要する経費

［事業の目的］
  市民文化の向上・振興を図り、広く市民の芸術文化に対する意識の高揚を図ります。

［事業概要］
  別府湯けむり文学事業  156千円
    毎年「別府」を題材とした短歌、俳句、川柳の作品を募集し、年度末に優秀作の表彰を
  します。

  別府市美術展開催事業費補助事業  315千円
    市民の芸術文化の向上を図るため別府市美術展の事業費の一部を補助します。

  別府市民交響楽団事業費補助事業  2,000千円
    管弦楽を通じて音楽文化の普及向上と市民の芸術文化の向上を図るため、別府市民交響
  楽団事業費の一部を補助します。

  別府アルゲリッチ音楽祭事業 20,018千円
    本市の芸術文化の振興を図るため、別府アルゲリッチ音楽祭の運営費の一部を負担しま
  す。

  文化活動育成事業  1,800千円
    本市の文化活動の活性化を図り、文化の薫るまちづくりをするために、市内で活動する
  文化団体に対し活動の支援をします。

  別府現代芸術フェスティバル事業  1,000千円
    別府市中心市街地の空店舗等においてダンス、音楽、ワークショップ等の催しを開催し、
  現代芸術作品の展示を行うことにより、文化芸術振興を図り、別府の魅力や地域資源を
  全国に発信しアートファン等多くの観光客誘致を図ります。

音泉タウン音楽会事業        1,800千円
市民が音楽に触れあうことができるまちづくりを目指し、吹奏楽連盟による駅なか音楽
会や、まちなかで音泉タウン音楽会を年間に４回開催します。

市制９０周年記念アート作品制作事業 530千円
市制９０周年記念事業として「未来」をテーマにしたアート作品を制作・展示します。

総合計画の施策体系 生涯学習

事業名称 所管課

文化国際課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

27,619 27,619
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

02 01 15 0154 企業誘致推進に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 01 0365 勤労者研修センター管理に要する経費

【事業の目的】
勤労者等の福利厚生の増進に係わる研修、集会等に供するための施設を設置します。

【事業内容】
①施設維持・管理 308千円（修繕料、浄化槽維持管理委託料、消防設

 備保守点検委託料）
施設の老朽化に伴い必要となる修繕を行います。
また、施設を維持するため必要な業務を委託しています。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

308 1 307

【事業の目的】
別府市への企業誘致を行います。

【事業内容】
産業基盤の高度化、多様化を図るため、内竈地区をＩＴ関連企業の研究所等の集積地と
定め、企業用地の造成を行い、その用地に係る企業誘致を推進します。

①普通旅費  197千円
誘致先企業を訪問し協議等を行います。また、大分県企業誘致推進課と連携し、研究
所等の設置を行う予定のある企業を訪問します。

②需用費 82千円（消耗品費、印刷製本費）
誘到先企業、予定のある企業に対する情報提供のため、パンフレット・リーフレット
等を作成します。

③役務費  311千円（通信運搬費、手数料）
誘致先企業、予定のある企業に対する情報提供のための費用及び、土地鑑定手数料で
す。

④リサーチヒル管理等委託料  631千円
リサーチヒルの造成後の維持管理のため草刈等を行います。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,221 1,221
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 01 0368 勤労者体育センター管理に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 01 0707 勤労者福祉サービスセンターに要する経費

【事業の目的】
 ３市１町１村（別府市、杵築市、国東市、日出町、姫島村）による広域地域を枠組みとし

   て、中小企業勤労者に対して総合的な福祉事業を実施するために設置された（一財）大分
   県東部勤労者福祉サービスセンターの事業運営に対して補助を行います。

【事業内容】
  ①勤労者福祉サービスセンター運営費補助金 8,500千円
  ３市１町１村の中小企業勤労者等の福祉の向上を図るため、センターが健全な運営、充
実した事業の取り組みができるよう助成を行います。

【負担金内訳】
３市１町１村の負担金は下記のとおりです。負担金はサービスセンター加入会員数と経
済センサスによる各市町村の従業者数の割合により算出しています。
【別府市】 5,081千円
【杵築市】 1,087千円
【国東市】 1,512千円
【日出町】 783千円
【姫島村】  37千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

8,500 3,419 5,081

【事業の目的】
体育センターを設置し、スポーツ活動等を通じ、体育の振興を図り、勤労者の福祉の増進
と雇用の安定に資することを目的としています。

【事業内容】
①施設の基本的維持管理    1,471千円（消耗品費、光熱水費、修繕料、通信

運搬費、防火管理者講習会負担金）
施設の維持管理に通常必要とされる衛生用品等の消耗品、電気・上下水道料、電話料、
修繕料の経費及び施設形態により消防法で設置を義務付けられている防火管理者の資格
取得のための講習会受講料です。

②施設の外部委託による維持管理    885千円（委託料）
施設を利用者に気持ち良く、安全に使用してもらうため、清掃委託、警備委託、消防設
備委託など各種必要な業務を委託します。

③施設の維持及び整備                216千円（施設整備工事費）
施設の緊急的補修工事費を計上しています。

【実績等】
Ｈ22年度 利用者 29,312人、 施設使用料 2,668千円
Ｈ23年度 利用者 28,245人、 施設使用料 2,587千円
Ｈ24年度 利用者 29,756人、 施設使用料 2,715千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

2,572 2,572 0
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 02 0374 シルバー人材センターに要する経費

【事業の目的】
昭和６１年に施行された「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」の中で、国及び地

方公共団体の責務が明確化されたことに基づき、国の施策として設立されました。定年退
職後の高齢者等に臨時的かつ短期的な就業の機会を提供することにより、生きがいづくり
の場を創出するとともに活力ある地域社会の実現を目指す、シルバー人材センターを支援
します。

【事業内容】
①全国シルバー人材センター協会負担金 50千円（設置自治体会費）
全国的に設置されるシルバー人材センターの適正かつ効果的な推進を図るため、事業指
導研修、情報提供等を実施するシルバー人材センターの全国組織です。予算の一部を各
センター及び設置自治体等の会費で負担しています。

②シルバー人材センター運営費補助金 10,000千円
本センターは国の法律に基づき平成２年に設置され、長年にわたり高齢者の就業機会の
創出と福祉の増進、活力ある地域社会を維持するため貢献しています。高齢者等の生き
がいづくり、社会参加の促進に寄与し、活力ある地域社会づくりを目指すため健全な運
営を行えるよう助成します。

③大分県シルバー人材センター連合会負担金 72千円(設置自治体会費）
県内の各センターの事業活動を支援するとともに、国・県の関係行政機関や関係団体等
との連絡調整を行っています。予算の一部を各センター及び設置自治体等の会費で負担
しています。

④シルバー人材センター事業運営貸付金 15,000千円
センターが円滑な事業運営を図れるよう運営資金（運転資金）の貸し付けを行います。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

25,122 15,000 10,122
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 02 1023 就労対策等に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 01 0418 商工総務に要する経費

【事業の目的】
商工課事務の円滑な実施を図ります。

【事業内容】
①消耗品購入 159千円
コピー用紙や各種ファイル等の必要な事務用品の購入やコピー代の支払いをします。

②通信運搬料 9千円
後納郵便料の支払いや切手を購入します。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

168 168

【事業の目的】
若年者に対し総合的な就労支援を行う窓口を設置するとともに関係団体等に補助金等を

交付し、安定した雇用の確保、豊かな地域社会の実現に寄与します。

【事業内容】
①ジョブカフェおおいた別府サテライト運営委託料 3,830千円
地元企業とハローワークとの連携のもと、若年者の就職支援総合窓口を商工会議所に委
託し、県と共同で設置しています。ここでは、専門の相談員による職業相談、情報提供、
セミナーの実施等一人一人の目標に合わせたサービスを提供しています。

②大分県総合雇用推進協会負担金 130千円
県内における地域雇用を促進することにより、人材定住を図り豊かな地域社会を実現す
るため各種雇用対策事業を実施しています。県内１４市３町１村は全て会員として会費
を負担しています。

③別府杵築速見国東地区労働者福祉協議会補助金 270千円
別府杵築速見国東地区における勤労者及び地域住民を対象とする地域住民参加型事業（
公益事業）に対して、３市１町（別府市、杵築市、国東市、日出町）が助成しています。
２４年度までは、メーデー事業に特化していましたが、２５年度からは、他の自治体と
足並みを揃え、メーデー事業以外の他の公益事業（労働相談、消費生活相談など）にも
活用できるよう変更しました。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

4,230 4,230
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 02 0422 技能者表彰に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 02 0425 商工振興助成に要する経費

【事業の目的】
商工関連団体等の事業費の一部を補助、負担することにより、別府市の商工業の活性化

を図ります。

【事業内容】
商工関連団体等に対し、その事業費及び運営費の一部を補助、負担します。
平成２６年度は、別府市で開催される「全国商工会議所観光振興大会開催補助金」を計

上しています。

【支出内容】（100千円以上のもの）
①別府商工会議所補助金 8,000千円
②小規模企業経営改善普及事業費補助金 5,400千円
③全国商工会議所観光振興大会開催補助金 1,500千円
④竹・ルネッサンス事業負担金 1,200千円
⑤別府たばこ販売協同組合補助金 630千円
⑥大分県産業創造機構負担金 348千円
⑦伝統的工芸品産業支援事業費補助金 276千円
⑧商店街公共施設部分維持管理費補助金 158千円
⑨大分県物産協会負担金 108千円
（100千円未満のもの）
大分県中小企業団体中央会補助金（45千円）、大分県貿易協会負担金（40千円）
大分県発明協会負担金（14千円）、北大経済圏構想推進協議会負担金（7千円）

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

17,726 17,726

【事業の目的】
優れた技能者を表彰することにより、広く社会一般に技能尊重の気風を浸透させ、技能

者の地位の向上を図るとともに産業の振興に寄与することが目的です。

【事業内容】
①記念品購入 108千円
受賞者に贈呈する記念品を購入します。

②消耗品購入  17千円
賞状を納める額縁、表彰式当日に会場に飾る演壇花を購入します。

③賞状作成、写真現像  20千円（印刷製本費）（筆耕翻訳料）
賞状の印刷、賞状の名前部分の筆耕や表彰式での記念写真現像に係る経費です。

④通信料  20千円（通信運搬費）
各種団体へ推薦依頼や被表彰者や来賓者へ表彰式出欠確認のハガキ等を送付します。

【実績等】
平成２３年度 8業種 11名
平成２４年度 8業種 12名
平成２５年度 7業種 11名

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

165 165
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 02 0426 中小企業事業資金等融資に要する経費

【事業の目的】
別府市内の中小企業者の事業資金（運転資金・設備資金等）の融資の円滑化を図り、中小
企業の経営の安定、育成、振興等に寄与することを目的とします。

【事業の内容】
別府市中小企業者向け融資制度により、市内の中小企業者に事業資金の一部を融資し、信
用保証料を補助します。
また、別府市勤労者生活安定資金貸付制度により市内の勤労者へ生活安定資金の一部を貸
付します。

①制度融資パンフレット作成等  108千円（消耗品費、印刷製本費）
中小企業者向け融資制度及び勤労者向け貸付制度を周知するためパンフレットを作成しま
す。

②中小企業者向け融資制度に係る信用保証料補給金 19,952千円
別府市中小企業者向け融資制度のうち、経営安定資金融資・開業資金融資・公害防止設備
改善資金融資については、別府市が保証料を全額補助します。

③大規模建築物耐震改修支援のための利子補給金  1,400千円
建築物の耐震改修の促進に関する法律により耐震診断が義務付けられる旅館ホテル等の負
担を軽減するため、改修費の融資に係る利子に対して助成を行います。

④中小企業者向け融資制度に係る預託金  315,000千円
別府市内の取扱金融機関へ融資の原資として予算の範囲内の金額を預託します。

⑤勤労者向け貸付制度に係る預託金               1,000千円
別府市内の取扱金融機関へ貸付の原資として予算の範囲内の金額を預託します。

⑥中小企業融資損失補償金                       1,000千円
別府市中小企業者向け融資制度のうち、合理化資金融資・小規模企業者振興資金融資に対
する保証債務により大分県信用保証協会に損失が生じたときは、大分県信用保証協会との
契約によりその損失を補償します。

【実績等】
・中小企業者向け融資実績
平成２１年度    214件 1,246,600千円
平成２２年度    122件   653,240千円
平成２３年度     71件   404,400千円
平成２４年度     63件   359,280千円
平成２５年度（見込み）    44件 267,100千円

・中小企業者向け信用保証料補給金実績
平成２１年度  198件    40,714千円
平成２２年度  114件   20,259千円
平成２３年度     52件     9,599千円
平成２４年度 51件    10,009千円
平成２５年度（見込み） 33件  8,465千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

338,460 316,485 21,975

22



 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 02 0950 商店街活性化に要する経費

【事業の目的】
事業の実施により別府市中心市街地における活性化を図り、まちの魅力を高めることを

目的とします。

【事業内容】
中心市街地活性化基本計画終了後も中心市街地活性化事業の執行及び中心市街地活性化

協議会の運営を補助することにより、継続して中心市街地活性化に努めます。
①臨時職員賃金 2,962千円
まちなか交流館に配置する臨時職員２名分の賃金です。

②旅費  27千円
九州経済産業局主催の会議等に出席するための旅費です。

③需要費・役務費 782千円（消耗品費、光熱水費、修繕料）
 （通信運搬費）

まちなか交流館の基本的維持管理費等です。
④委託料 1,230千円
ポケットパークの管理委託及びまちなか交流館の各種委託業務に係る費用です。
（警備委託、電気設備保守委託、消防設備保守点検委託）

⑤備品購入費 416千円
ＡＥＤ購入設置費用です。

⑥商店街駐車場補助金 2,850千円
別府市内の商店街の対象店で、車を利用してお買い物をする方々に、市が認定した駐車
場の１時間無料駐車券をお渡しする事業です。

⑦商店街振興事業費補助金 285千円
商店街の個店経営研修を行うことにより、魅力ある個店を拡大していくことで、商店街
事業と個店の売上向上に好循環を生み出し、市民や来街者にとって魅力ある商店街の創
出を図ります。

⑧中心市街地活性化協議会補助金 6,967千円
中心市街地活性化の総合的かつ一体的な推進に関し必要な事項について協議することを
目的に設置された同協議会の運営費を補助するものです。

⑨商店街イベント補助金 3,800千円
市内の商店街振興組合等又は市長が特に商店街の活性化に寄与すると認める団体が行う
商店街イベント事業で、継続性があり、かつ、集客効果が著しく高いと認められるもの
に対し補助するものです。

⑩商店街街路灯電気料補助金 1,700千円
電気料値上げ及び加入店舗数の減少により、街路灯電気料の負担が増加しており、この
ままでは街路灯の消灯にもおよぶ可能性があり、商店街の賑わいや防犯上の問題がある
ため、商店街に設置された街路灯に係る電気料を対象として、４分の１を補助すること
により、安全安心の商店街の形成を図ります。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

21,019 10,020 10,999

23



 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 03 0428 消費者啓発に要する経費

【事業の目的】
消費生活に関する相談・啓発を行い、消費者被害の未然防止と問題の早期解決を図りま

す。また、消費生活に関連の深い商品の小売価格及び計量、表示、過大包装等の実態を調
査し、商品選択に対する知識の啓発と市民の消費生活向上を図ります。

【事業内容】
①消費生活相談業務 2,352千円（消費生活相談業務委託料）
消費生活センターを開設し、対応時間を拡大します。市民から寄せられる消費生活相談
に対して、専門相談員が助言・斡旋します。

②多重債務相談業務 480千円（多重債務相談業務委託料）
毎月２回、弁護士が相談者の実情に応じた債務整理方法について助言します。

③消費者啓発用チラシの作成 200千円（印刷製本費）39千円（配送委託料）
悪徳商法や消費者トラブル等の事例を紹介したチラシを作成し、市内に配布します。

④多重債務相談広報チラシの作成 215千円（印刷製本費）40千円（配送委託料）
多重債務相談会実施の広報のため、チラシを作成し市内に配布します。

⑤消費生活啓発講座の講師派遣 120千円（消費者啓発講師謝礼金）
市内で行われる啓発講座に講師を派遣し、悪質商法等の事例紹介とその対処法を説明し
ます。

⑥小売価格調査 475千円（調査員謝礼金）（消耗品費等）
公募により消費生活モニターを選定し、年間を通じて市内店舗の小売価格調査を行いま
す。また、商品の分量表示が適正であるか調べるため、試買調査を行います。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

3,921 1,596 2,325
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

07 01 04 0430 竹細工伝統産業会館管理運営に要する経費

【事業の目的】
竹細工伝統産業会館の運営及び維持管理

【事業内容】
大分県で唯一伝統的工芸品として指定されている「別府竹細工」の魅力を発信し、観光

行政への貢献を行うとともに、後継者育成を行い「別府竹細工」の伝統を後世への橋渡し
を行います。

①後継者育成事業   1,200千円（講師等謝礼金）
毎年６月から行う竹の教室に講師を招き、初級を火曜日、中上級を水曜日に行い、「別
府竹細工」の後継者を育成しています。

②会議等出席  18千円（普通旅費)
福岡で行われる日本伝統工芸展視察、伝統的工芸品産業振興協議会への会議に参加しま
す。

③施設環境整備 3,268千円（消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料、原材料費）
観光客への観光ルートの問い合わせを行います。また、施設の老朽化に伴い、施設、工
作機械の修繕を行い、観光客、工作機械利用者へ居心地の良い環境を整備します。

④施設周知 675千円（印刷製本費、通信運搬費、手数料）
竹細工伝統産業会館パンフレットの印刷、観光企画会社、個人へのパンフレット送付、
問い合わせの対応を行います。

⑤施設維持管理 2,596千円
竹細工伝統産業会館を健全に運用していくため、警備、電気設備、消防設備、植栽管理
や施設及び作品の損害保険をかけ万が一の事故等に備えます。

⑥施設整備 4,651千円（工事請負費）
施設の老朽化に伴い発生する施設補修工事を行います。

⑦施設備品購入 711千円（ＤＶＤプレーヤー、液晶モニター購入、作品購入費等）
来館者向けに別府市の竹製品協同組合が製作したＤＶＤや別府竹細工が取り上げられた
テレビ番組などを放映するため必要な備品を購入します。また、竹細工伝統産業会館の
収蔵品を充実させ、リピート客を取り込みます。

⑧負担金  76千円
施設運営上必要な防火管理者講習会に参加し、安全な施設運営を行います。
竹文化に関する振興協会へ負担金を支出し会員として情報共有等を行います。

【実績等】
平成２４年度 来館者数 15,582名 収入 3,691千円（入館料・施設使用料）
平成２３年度 来館者数 13,837名 収入 3,192千円（入館料・施設使用料）

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

商工課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

13,195 3,481 9,714
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 ２ 事業概要（特別会計）

所管課

【歳入歳出予算】

款 款

01 使用料及び手数料 01 総務費

02 繰入金 02 予備費

03 諸収入

27,960 50,025

特別会計名 地方卸売市場事業特別会計 商工課

予算額 予算額

14,442 975

8,598

歳入 計 51,000 歳出 計 51,000

【事業内容】

①職員人件費（※職員課予算）  6,406千円
市場に配置される非常勤職員（2人）及び一般職員（再任用1人）に係る人件費です。

②公設地方卸売市場運営協議会に要する経費 71千円
公設地方卸売市場運営協議会は、市場における業務の円滑なる運営を図るため、15名
の委員により組織され、市場の業務の運営に関すること及びその他市場運営に関し必
要な事項について協議するものです。

③管理運営に要する経費 25,528千円
市場施設の維持管理のために、施設設備の保守点検の委託や業務の円滑なる運営を図
るためのものです。

④業者指導に要する経費  505千円
市場の健全かつ円滑なる運営と秩序の保持を図り、市場の発展を促進するための市場
協力会の負担金や、青果・水産・花きの買受人組合が他の市場を視察することにより
経営の向上を図るための補助金です。

⑤施設整備に要する経費               17,515千円
円滑な市場運営を行うために、場内の施設整備を図るためのものです。
年次計画により改修を行っており、今年度は、青果棟照明支持金具等改修工事費、関
連店舗棟電動シャッター取替工事等に係る経費を計上しています。
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 ２ 事業概要（特別会計）

所管課

【歳入歳出予算】

款 款

01 入場料及び使用料 01 競輪費

02 車券発売金 02 公債費

03 財産収入 03 諸支出

04 繰越金 04 予備費

05 諸収入

4,749 12,942,192

特別会計名 競輪事業特別会計 競輪事業課

予算額 予算額

12,640,801 2,795

5,461 300,000

450,000 460,013

603,989

歳入 計 13,705,000 歳出 計 13,705,000

［事業の目的］[事業概要]［対象者］［実施方法等］［実績等］などを記入

①職員人件費 91,319千円
ＯＮＳＥＮツーリズム部長及び競輪事業課職員の職員人件費です。

②管理に要する経費 39,875千円
別府競輪開催に係る経費のうち、いずれにも属しにくい管理的な運営経費です。

③施設整備に要する経費 9,500千円
老朽化した競輪場施設及び機器等を改修するための経費です。

④周辺対策に要する経費 35,079千円
周辺対策事業として、別府競輪場周辺の整備等を行うための経費です。

⑤小切手未払償還金 1千円
小切手により払戻金が発生した場合に使用するものです。

⑥基金積立金 2,922千円
別府市競輪事業基金の利子を積み立てるものです。

⑦普通競輪に要する経費 12,708,553千円
別府競輪開催に係る各種経費です。

⑧一般会計繰出金 300,000千円
一般会計への繰出金です。

⑨予備費 460,013千円
不測の事態が生じた場合、歳出を補うためのものです。

⑩施設改修に要する経費 54,943千円
老朽化した競輪場施設及び機器等を改修するための経費です。

⑪借入金利子支払費 2,795千円
別府記念競輪開催に伴う、開催資金の一時的な借入に対する利子支払費です。
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

05 01 02 1117 緊急雇用創出に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 02 0378 農業総務に要する経費

6,000 6,000 0

【事業の目的】
東山地区は高齢化が進行し耕作放棄地が増加している状況にあるため、起業したばかり

の農業法人を支援し、耕作放棄地の再生や農業生産活動に取り組み、地元から雇用の確保
と地域活性化を図ります。

【事業内容】
・小規模集落農地再生・地域活性化事業委託料 6,000千円

平成２６年１月２４日付で㈱東山パレットと委託契約を締結しましたが、新年度も契約を
締結して事業を継続します。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

443 443

【事業の目的】
各種研修会等に参加し、知識の向上、推進を図ります。
また、農業に係る業務全般の効率的な運営を推進します。

【事業内容】
研修及び参考書籍や各種調査資料の作成に必要な事務用品費の購入、当課所管の車両の

維持管理等、農政関係全般の円滑な運営を推進します。

【平成２４年度実績】
普通旅費 34千円、消耗品費 87千円、燃料費 160千円、修繕料 143千円、通信運搬
費 42千円、会議等出席負担金 20千円、自動車重量税 7千円
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0380 農業後継者育成対策に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0381 有害鳥獣被害防止に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

【事業の目的】
別府市内の農業後継者の安定した農業経営を図ることを目的としています。

【事業内容】
・農業後継者育成資金利子補給金 5千円

農業後継者育成資金を借入れした者に対してかかる利子を助成します。
・農業青年開発グループ活動補助金 25千円

新規就農者の確保・育成のため、各種研修会や先進地視察等を実施する本グループに対
して事業費の一部を補助します。

・農業後継者育成対策預託金 10,000千円
本預託金をべっぷ日出農業協同組合へ預託し、市内の農業後継者に対して貸付けを行な
います。

【平成２４年度実績】
農業後継者育成資金利子補給金 1千円、農業青年開発グループ活動補助金 27千円、
農業後継者育成対策預託金 10,000千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

10,030 10,000 30

【事業の目的】
有害鳥獣による農林作物の被害の軽減、防止をします。

【事業内容】
・有害鳥獣捕獲謝礼金 10,660千円

イノシシ、シカを狩猟により捕獲した者に対してその捕獲した種類や期間に応じて定め
ている謝礼金を支払います。

・消耗品費 73千円
有害鳥獣捕獲事業用わな標識、鳥獣捕獲許可標識及び有害鳥獣被害防止対策に要する事

務用品を購入します。
・有害鳥獣被害防止対策事業費補助金 1,575千円

イノシシ、シカ、野猿被害の多発地域に防護柵や防護ネット等を設置した者に対して購
入費の一部を補助します。

・別府市鳥獣害対策協議会補助金 1,000千円
有害鳥獣被害対策事業を実施している本協議会に対して事業費の一部を助成します。

【平成２４年度実績】
有害鳥獣捕獲謝礼金 6,610千円、有害鳥獣被害防止対策事業費補助金 1,522千円、
別府市鳥獣害対策協議会補助金 500千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

13,308 3,139 2,840 7,329
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0382 農村地域等整備促進に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0383 水田営農推進対策に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

5,682 5,286 396

【事業の目的】
食料、農業、農村基本法の基本理念の実現を目指し、生産性の高い農業経営を促進しま

す。

【事業内容】
・人・農地問題解決推進事業（人・農地プラン作成事業） 480千円

集落・地域での話し合いにより、地域の中心となる担い手や農地保全のための取り組み
(作業委託・農地集積)について人・農地プランを作成に要する推進事務費です。

 （平成２４年度より実施、国庫補助１００％）。
・青年就農給付金事業 4,785千円

一定の要件を満たした新規就農者に対して年間１５０万円の給金を給付します。また、
本事業に要する推進事務費を合算した事業費です（平成２４年度より実施、国庫
補助１００％）。

・農業経営基盤強化資金特別利子助成事業費補助金 43千円
農業経営基盤強化資金を借り入れした者に対してかかる利子を助成します。

【平成２４年度実績】
農業経営基盤強化資金特別利子助成事業費補助金 38千円

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

3,727 2,140 1,587

【事業の目的】
戸別所得補償をはじめとした各事業の円滑な推進による水田農業経営の確立及び地域農

業の再生を図ります。

【事業内容】
・農事自治組合長報償金 587千円

集落の農業者への連絡、現地確認の案内などに協力した農事自治組合長に対して報償金
を支出します。

・別府市農業再生協議会負担金 1,000千円
べっぷ日出農協が毎年、安定した価格で生産者から米を買い入れ、買入れ価格と販売価

格とを比較して、販売価格が買取価格を下回った場合に、負担金からその差額分を補填し
ます（農協も同額を負担）。

・戸別所得補償制度推進事業 2,140千円
戸別所得補償制度を円滑に推進するための説明会、営農計画書の作成、交付申請の受付、

現地確認、システムへの入力・集計等を行ないます（国庫補助１００％）。

【平成２４年度実績】
農事自治組合長報償金 587千円、別府市農業再生協議会負担金 1,000千円、戸別所得
補償制度推進事業 1,840千円
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0386 農業用施設等整備に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0387 農業振興に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

【事業の目的】
安定した農業用水を確保することにより、農業生産の拡充、農業経営の効率化を図りま

す。

【事業内容】
・消耗品費 51千円

耕地設計に必要な書籍や事務用品費を購入します。
・農道及びかんがい用施設改修事業費補助金 750千円

農業用排水路や農業用道路の改修及び災害復旧等を実施する者に対して、それに要する
経費の一部を補助します。

・土地改良積算システム保守委託料及び運用負担金 310千円
農林水産業施設の災害復旧工事費に係る大分県土地改良事業標準積算システムの運用に

係る委託料及び負担金を支出します。

【平成２４年度実績】
消耗品費 35千円、農道及びかんがい用施設改修事業費補助金 180千円、土地改良積算
システム保守委託料及び運用負担金 238千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,111 1,111

【事業の目的】
各種協議会・協会・関係団体への負担金・補助金及び各種資金の利子助成を行なうこと

により農業の振興を促進します。

【事業内容】
・大分県農林水産祭（農業部門）開催補助金 5,000千円

大分県農林水産祭(農林業部門)は平成１６年度より別府市開催しており、毎年５５,００
０人～６０,０００人の来場者があり地産地消の推進・各地域の生産者等との交流や様々な
催しが行なわれています。

・別府市農業振興対策協議会負担金 4,000千円
別府市農業振興のため、生産者団体に助成指導を行ない、農業生産と経営確立すること

を目的として活動している本協議会に対して補助します。

【平成２４年度実績】
大分県農林水産祭（農業部門）開催補助金 5,400千円、別府市農業振興対策協議会負
担金 4,000千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

10,895 10,895
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0388 市営ザボン園に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0389 市民農園に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

3,151 1,200 1,951

【事業の目的】
市営ザボン園の円滑な運営維持管理を目的としています。

【事業内容】
・臨時職員賃金 2,416千円

臨時職員2名を雇用し、農作業やザボンの出荷作業等に従事します。
・消耗品費 613千円

肥料、農薬、出荷用の袋または箱、稲藁などザボンの育成から出荷までに要する消耗品
を購入します。

【平成２４年度実績】
臨時職員賃金 2,178千円、消耗品費 598千円

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

559 390 169

【事業の目的】
市民農園を貸与することにより、農村部と都市部との交流を通じての地域農業の振興及

び遊休農地の解消を図ります。

【事業内容】
・消耗品費 45千円

市民農園コンクールの賞品や市民農園休憩施設に要する消耗品等を購入します。
・光熱水費 30千円

市民農園休憩施設にかかる水道代及び電気料を支出します。
・修繕料 10千円

市民農園休憩施設の設備等にかかる修繕料を支出します。
・管理委託料 180千円

市民農園休憩施設の施錠・解錠・ガスの点検・水道の点検・トイレ及び浄化槽の点検・
排水設備の点検など利用者が快適に使用できる状態を保持してもらいます。

・農地借上料 294千円
休憩施設含む市民農園の土地借上料を支出します。

【平成２４年度実績】
消耗品費 49千円、光熱水費 27千円、管理委託料 180千円、農地借上料 294千円
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0390 別府市農林水産祭に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0797 ふるさと水と土保全対策に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

【事業の目的】
地産地消、食育の推進を目的に市内農業関係団体を主として農産品展示販売等を行ない

ます。

【事業内容】
・イベント出演者謝礼金 46千円

イベント参加団体及び交通指導員に対して報償費を支出します。
・消耗品費 135千円

餅まき用の餅、イベント賞品等を購入します。
・光熱水費 5千円

会場にてかかる水道代を支出します。
・会場整備等委託料 500千円

テント、椅子、テーブル、ステージ等会場を整備します。
・会場整備工事費 123千円

水道排水工事を実施します。

【平成２４年度実績】
イベント出演者謝礼金 46千円、消耗品費 119千円、光熱水費 1千円、会場整備等委
託料 452千円、会場整備工事費 130千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

809 809

【事業の目的】
別府市ふるさと水と土保全基金条例に基づいて農業振興地域の振興を図るため、別府市

ふるさと水と土保全基金の利息分を活用します。

【事業内容】
・消耗品費 30千円
・ふるさと水と土保全基金積立金 25千円

菜の花の苗や蓮華の種を購入し、農繁期でない時期に農地に蒔くことで景観を保全する
とともに良好な土壌を保持します。
（参考）平成24年度末現在の利息金額 377,448円（基金元金1,000,000円）

【平成２４年度実績】
消耗品費 17千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

55 55 0
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0987 古賀原地区営農飲雑用水施設に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 0991 中山間地域等直接支払に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

1,000 1,000

【事業の目的】
古賀原地区の安定した飲料水等を確保するため、大分県より譲与された古賀原地区営農

飲雑用水施設を、別府市と水道局との間で締結した協定書に基づいて補修、技術管理、薬
品補給、水質検査などの維持管理に関する業務を行います。

【事業内容】
・維持管理負担金 1,000千円

当該施設に係る電気料、水質検査手数料、修繕料、委託料を委託している水道局へ支出
します。

【平成２４年度実績】
維持管理負担金 306千円

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

20,693 13,761 6,932

【事業の目的】
農業生産条件の不利な中山間地域において耕作放棄の懸念のある農地に対して農業生産

活動と多面的機能を推進する活動を行なう集落に５年間の直接支払いを実施します。

【事業内容】
・消耗品費 50千円
・燃料費 70千円
・印刷製本費 80千円

中山間地域等直接支払推進交付金を活用して本事業に要する消耗品の購入、燃料費、印
刷製本費を支出します。

・中山間地域等直接支払交付金 20,493千円
≪内訳≫ 内成地区 6,648千円

天間地区 5,465千円
東山地区 8,380千円

【平成２４年度実績】
消耗品費 66千円、燃料費 56千円、印刷製本費 78千円、中山間地域等直接支払交付
金 20,448千円
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 1024 農地・水・環境保全向上対策に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 1042 農業用施設維持管理に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

【事業の目的】
農家の高齢化や混在化が進んで耕作放棄地が増加する中、農地や水等の資源を守る効果

の高い地域ぐるみの共同活動と環境保全に向けた環境保全型農業の取組に対して交付金に
よりその集落を支援します。

【事業内容】
・消耗品費 100千円

農地・水保全管理支払推進交付金を活用して本事業に要する消耗品を購入します（国庫
補助１００％）。

・農地・水保全管理支払事業負担金 186千円
対象集落：古賀原集落（107千円）、山の口集落（79千円）

【平成２４年度実績】
消耗品費 76千円、農地・水・環境保全向上対策負担金 187千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

286 100 186

【事業の目的】
内成棚田の景観・環境保全及び地区と観賞者との交流等による地区の活性化を目的とし

て内成地区交流施設(東屋トイレ）の維持管理をします。

【事業内容】
・消耗品費 18千円

トイレットペーパー、トイレ洗剤、消臭芳香剤等当該施設に要する用品購入費です。
・光熱水費 69千円

当該施設にかかる水道料金及び電気料金を支出します。
・手数料 5千円

当該施設の浄化槽の定期検査料を支出します。
・浄化槽管理委託料 62千円

当該施設の清掃及び毎月の管理委託料を支出します。

【H24年度実績】
消耗品費 19千円、光熱水費 64千円、手数料 5千円、浄化槽管理委託料 60千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

154 154
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 1180 農業振興地域外農地保全に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 03 1181 小規模集落対策に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

1,990 1,990

【事業の目的】
農作業負担の軽減、耕作放棄地の再生に伴う豪雨や台風等からの被害防止及び低減、農

業者の生産意欲の向上等を推進して農業振興を図ります。

【事業内容】
・農道整備工事費 1,990千円

内竈地区の再生した耕作放棄地及び耕作放棄地に接している農道（里道）の改修工事を
実施します（延長120m、幅2m）。

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

800 800

【事業の目的】
集落機能が低下した小規模集落の実態を把握し、その上で最適な農業振興対策を実施す

ることにより集落に安心して住み続けられるセーフティネットのう構築及び地域資源の確
保を図ります。

【事業内容】
・小規模集落・里のくらし支援事業費補助金 800千円

高齢化率約８２％と別府市で最も高齢化が進行している地域である山の口地区にて設置
される協議会に対して、集落の生活を守り活性化につながる取り組みに要する経費の一部
を県と市で補助します。
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 01 04 0393 園芸奨励に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 02 01 0398 畜産振興に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

【事業の目的】
園芸農業の振興及び生産技術の向上を目的として、園芸振興に係る各種協議会等の団体

に対しての助成や園芸農家指導のために必要な研修などを実施します。

【事業内容】
・普通旅費 12千円

別府市園芸組合連合会視察研修などに要する旅費を支出します。
・別府市園芸組合連合会補助金 195千円

園芸作物の振興を目的として市内6地域の園芸団体で構成されている本組織に対して事
業費の一部を補助します。

・大分県園芸技術者協議会負担金 3千円
本協議会の会員となっていることに伴う会費を支出します。

【平成２４年度実績】
普通旅費 12千円、別府市園芸組合連合会補助金 216千円、施設園芸償還金負担軽減
対策事業費補助金 561千円、大分県園芸技術者協議会負担金 3千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

210 210

【事業の目的】
畜産関係団体への助成などにより畜産振興を促進し、また、農家の経営の安定を図りま

す。

【事業内容】
・別府市畜産振興会補助金 187千円

家畜の伝染病の予防等を行なう本団体の事業費の一部を補助します。
・大分県畜産共進会開催補助金 1,500千円

大分県農林水産祭の一環として開催している大分県畜産共進会肉用牛の部の開催に要す
る経費の一部を補助します。

【平成２４年度実績】
別府市畜産振興会補助金 187千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,845 1,845
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 01 0399 林業総務に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 02 0405 林業振興に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

4,801 56 6 4,739

【事業の目的】
鳥獣飼養許可、市有林の火災保険加入、研修等林業全般に係る業務の推進を目的とした

事業です。

【事業内容】
・市有林監視員謝礼金 720千円

別府市市有林監視員規程に基づいて委嘱された市有林野の保護取締りにあたる委員に対
して謝礼金を支出します。

・火災保険料 1,554千円
市有林に関して森林国営保険契約を締結し、保険料を支出します。

・市有林管理等委託料 960千円
市有林の管理路及び境界の伐開の委託料を支出します。

【平成２４年度年度実績】
市有林監視員謝礼金 768千円、火災保険料 1,549千円、市有林管理等委託料 956千円

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

6,887 2,024 4,863

【事業の目的】
林業の振興を促進するため、各種協議会や協会等の関係団体に対して助成します。

【事業内容】
・大分県農林水産祭（林業部門）開催補助金 800千円

平成１６年度より別府市に誘致して開催しているため、開催に要する経費の一部を補助
します。

・特用林産振興事業費補助金 1,170千円
原木しいたけ栽培の中核的担い手を確保するため、新規参入者に対する原木購入や生産

用資材等整備費の一部を県と市で助成します。
・ほだ木造成緊急支援事業費補助金 510千円

しいたけ生産者の生産意欲の減退を防ぐことを目的として、ほだ木造成経費の一部を３
年間に限り緊急的に支援します（平成２５年度より実施）。

【平成２４年度実績】
大分県農林水産祭（林業部門）開催補助金 800千円、特用林産振興事業費補助金 263
千円
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 03 0406 公有林整備に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 03 0407 森林病害虫防除に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

【事業の目的】
森林資源の一層の質的高度化を図るために、森林生産基盤整備や森林の有する公益的機

能の高度発揮に資することで、地域の振興及び環境の保全として市有林を整備します。

【事業内容】
・消耗品費 110千円

市有林の整備に要する作業着や書籍、事務用品費等を購入します。
・下刈等委託料 33,890千円

市有林の間伐、下刈、植栽、防火線整備等を実施します。
・立木調査委託料 800千円

クヌギの立木調査を実施します。

【平成２４年度実績】
消耗品費 109千円、下刈等委託料 21,598千円、立木調査委託料 735千円

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

34,800 12,618 22,182

【事業の目的】
重要な森林資源の保全を図るため、森林病害虫等を早期かつ徹底的に駆除することで蔓

延を防止し、市民や観光客に親しまれる森づくりを行ないます。

【事業内容】
・森林病害虫防除等委託料 1,474千円

松林の松くい虫防除等に係る薬剤注入、散布及び被害木の伐倒駆除、桜のてんぐす病防
除に係る枝除去等を行ないます。

【平成２４年度実績】
森林病害虫防除等委託料 1,374千円
（志高湖や関の江周辺の松林、扇山桜の園など）

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,474 489 985
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 03 0410 林道に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 03 0412 観賞樹林整備に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

1,800 1,800

【事業の目的】
森林の適正な維持管理を容易に行うことを可能にすることで近接の生活環境の整備や地

域産業の振興を促進し、また、隣接している作業道を利用することにより椎茸生産作業等
に係る利便性の向上を図ることを目的として、林道の補修工事を行います。

【事業内容】
・林道補修工事費 1,800千円

市が所管する林道において、経年劣化による損傷や災害によって被災した箇所の補修ま
たは作業効率の向上を図るための拡幅等の整備を行います。

【平成２４年度実績】
林道補修工事費 1,800千円
（畝原作業道改修工事、志高林道崩土撤去工事など）

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

6,086 6,086

【事業の目的】
市民や観光客の憩いの場や野外レクリエーションの場として広く利用されている観賞樹

林の維持管理を行ないます。

【事業内容】
・光熱水費 66千円
・修繕料 50千円

由布登山口トイレにかかる電気料及び修繕料を支出します。
・維持管理委託料 5,970千円

観賞樹林の下刈や植栽等を行ないます。

【平成２４年度実績】
光熱水費 57千円、修繕料 108千円、維持管理委託料 5,491千円
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 03 03 0414 竹林維持管理に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 04 01 1025 水産業総務に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

【事業の目的】
主要観光地周辺や幹線道路沿線の伐竹整備を推進し、森林を守り育てる意識の醸成並び

に観光振興をはじめとする地域振興への寄与を目的として竹林及び周辺原野の維持管理を
実施します。

【事業内容】
・竹林維持管理委託料 629千円

竹林及び周辺原野の草刈や寄せ焼きを実施します。
・伐竹等委託料 805千円

優良竹林化を図るため、間伐による伐竹整備を行います。

【平成２４年度実績】
竹林維持管理委託料 483千円、伐竹等委託料 683千円
※また、竹林維持管理の効率化を図るため、H23年度に竹粉砕機を購入（1,869千円、
県補助3/4）して竹の破砕処理を実施しています。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

1,434 430 1,004

【事業の目的】
研修会の出席や書籍の活用等水産業に係る業務全般の効率的な運営を推進します。

【事業内容】
・普通旅費 13千円
・会議等出席負担金 4千円

漁港漁場積算基準講習会出席等に係る旅費および負担金を支出します。
・消耗品費 30千円

漁港漁場関係工事積算基準等の書籍や事務用品費を購入します。

【平成２４年度実績】
普通旅費 24千円、消耗品費 27千円

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

47 47

41



 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 04 02 0415 漁業後継者育成対策に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 04 02 0417 水産業振興に要する経費

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

20,010 20,000 10

【事業の目的】
漁業後継者の計画目標の達成の促進及び市内水産業の発展を図ることを目的とした事業

です。

【事業内容】
・漁業後継者育成資金利子補給金 10千円

漁業後継者育成資金を借入れした者に対してかかる利子を助成します。
・漁業後継者育成対策預託金 20,000千円

本預託金を大分県漁業協同組合へ預託し、市内の農業後継者に対して貸付けを行ないま
す。

【平成２４年度実績】
漁業後継者育成資金利子補給金 4千円、農業後継者育成対策預託金 20,000千円

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

7,229 1,106 6,123

【事業の目的】
水産業の振興を促進するため、各種協議会や協会等の関係団体に対して助成します。

【事業内容】
・栽培漁業推進事業費補助金 1,500千円

クルマエビ、マコガレイ、ヒラメ等を中間育成し栽培漁業を推進することで水産業の振
興を図る大分県漁業協同組合に対し、その事業費の一部を補助します。

・大分県農林水産祭（水産部門）開催補助金 2,000千円
平成16年度より別府市に誘致して開催しているため、開催に要する経費の一部を補助し

ます。
・沿岸漁業振興特別対策事業費補助金 2,214千円

亀川漁港に設置するフォークリフト購入費に対し県と市で補助します。

【平成２４年度実績】
栽培漁業推進事業費補助金 1,500千円、大分県農林水産祭（水産部門）開催補助金
2,000千円
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 ２ 事業概要（一般会計）

5 － 2

款 項 目 事業

06 04 02 0934 沿岸漁場保全に要する経費

5 － 2

款 項 目 事業

06 04 02 1043 県施行負担金

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

【事業の目的・効果】
効用の低下した漁場の堆積物の除去（海底耕うん）を実施し、海底にすむ魚のえさとな

るゴカイ、エビなどの生物の生息場所が拡大することにより海底環境が改善されます。ま
た、小型底引き網漁の網に混入する堆積物が減少することや、刺し網いかかるゴミが減少
するため操業効率が向上します。

【事業内容】
・小規模漁場保全事業委託料 7,271千円

別府国際観光港沖北灯台以北海域（4.52k㎡）の海底耕うんを実施し、底質の改善等環
境保全を図ります。

総合計画の施策体系 産業・就労

事業名称 所管課

農林水産課

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

7,271 7,271

【事業の目的】
漁獲可能資源の増加、漁業外産業の促進及び自然環境の保全、漁場改善及び漁業生産力

の回復を図ります。
また、漁港施設の長寿命化及び更新コストの平準化・縮減を図ります。

【事業内容】
・漁場環境保全創造事業費負担金 6,250千円
≪積算内訳≫
(1)別府湾亀川漁場（広域型増殖場・藻場造成） 5,000千円

 メバル、マダイ、カサゴ、カレイ類を対象とした藻場を造成します。
(2)別府湾周辺部漁場（堆積物除去・耕転） 1,250千円

 別府湾周辺の海底の底質改善を図るため、堆積物の除去を行ないます。

・水産物供給基盤機能保全事業費負担金（別府湾亀川漁港） 9,000千円
漁港施設の老朽化度を調査して補修工事が必要か否かを判定する全体計画を策定し、その計

画
で何らかの補修工事が必要であると判定された施設について、実際に補修工事を行います。

予算額 国県支出金 地方債 その他 一般財源

15,250 15,250
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